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■
問
い
合
わ
せ　
市
復
興
推
進
課
拠
点
施
設
推
進
室︵
☎
�
９
０
８
９
︶ 

中
心
市
街
地
拠
点
施
設
と

自
由
通
路
の
愛
称
を
募
集
！

■
募
集
期
間

　

７
月
15
日
㈯
～
８
月
31
日
㈭

■
応
募
方
法

　

次
の
❶
～
❸
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
提
言
箱
（
市
長
へ
の
手
紙
）
に

投
函
し
て
応
募

【
提
言
箱
設
置
場
所
】
市
役
所
１

階
市
民
ホ
ー
ル
、
各
総
合
事
務
所
・

出
張
所
、
市
民
文
化
会
館
、
中
央
・

田
老
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
男
女
共
生
推

進
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

市
民
総
合
体
育
館
、
田
老
・
新
里

診
療
所
、
新
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

❷
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
応
募

❸
電
子
メ
ー
ル
で
応
募

※
❶
、
❷
の
場
合
は
、
本
号
の
広

報
に
折
り
込
ん
だ
応
募
用
紙
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
❸
の
場

合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
A 

http://w
w

w
.city.m

iyako.iw
ate.

　
宮
古
駅
南
側
で
工
事
が
進
ん
で
い
る
﹁
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
﹂
と
﹁
自
由
通
路
﹂
に
つ
い
て
﹆
皆
さ
ま
か
ら

親
し
み
を
持
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

jp
/in

d
e

x
/so

sik
i/

tyusinsigaitikyoten.
htm

l

︶
か
ら
応
募
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
時
の
留
意
事
項

▽
ひ
と
つ
の
施
設
に
つ
き
１
作
品

ま
で
の
応
募
と
し
ま
す

▽
作
品
に
関
す
る
著
作
権
な
ど
の

一
切
の
権
利
は
市
に
帰
属
し
ま
す

▽
応
募
に
係
る
個
人
情
報
は
適
切

に
管
理
し
、
愛
称
募
集
・
選
考
の

目
的
に
限
り
使
用
し
ま
す
。
た
だ

し
、
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
受
賞

者
は
、
受
賞
作
品
と
と
も
に
氏
名

な
ど
を﹁
広
報
み
や
こ
﹂や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

▽
応
募
に
係
る
費
用
は
応
募
者
負

担
と
し
ま
す

■
選
考
方
法

　

応
募
作
品
か
ら
選
考
委
員
会
が

候
補
作
品
︵
10
作
品
程
度
︶
を
選

出
。
そ
の
後
﹁
愛
称
決
定
市
民
総

選
挙
︵
仮
称
︶﹂
を
行
い
、
最
終

候
補
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
最
も
投
票
の
多

い
作
品
を
採
用
し
ま
す
が
、
必
要

に
応
じ
て
補
作
︵
一
部
変
更
︶
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
選
考
作
品
の
発
表

　

広
報
み
や
こ
な
ど
で
公
表

■
表
彰
／
副
賞

　

各
施
設
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
次

の
も
の
を
表
彰
し
ま
す
。

▽
最
優
秀
賞
１
点
／
３
万
円
相
当

の
市
の
特
産
品
ま
た
は
地
域
商
品

券▽
優
秀
賞
数
点
／
１
万
円
相
当
の

市
の
特
産
品
ま
た
は
地
域
商
品
券

■
応
募
先

　

市
復
興
推
進
課
拠
点
施
設
推
進

室
︵
〒
０
２
７
・
８
５
０
１
新
川

町
２
番
１
号
、
☎
�
９
０
８
９
、

h

�
９
１
１
４
、
Cfukkou@

city.m
iyako.iw

ate.jp

︶

右側が宮古駅方面、左側が国道106
号線（宮町）方面

中心市街地拠点施設

宮古駅前広場と施設を結ぶ通路

自由通路

2017.7.15
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愛
称
を
募
集
す
る
施
設
の
概
要

■
建
物
の
概
要

▽
鉄
骨
造
６
階
建
︵
高
さ
＝
約
26

ⅿ
︶

▽
延
べ
床
面
積
＝
１
万
４
３
０
０

平
方
ⅿ

■
主
な
機
能

【
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）】

　

人
が
集
い
、
学
び
、
語
ら
う
、

に
ぎ
わ
い
の
拠
点

【
市
役
所
本
庁
舎
】

　

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え

る
拠
点

【
保
健
セ
ン
タ
ー
】

　

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

拠
点

■
施
設
の
特
徴

　

宮
古
駅
前
広
場
と
施
設
を
自
由

通
路
で
結
び
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
︵
仮
称
︶
の
メ
イ
ン
通
路
に

接
続
し
ま
す
︵
上
図
参
照
︶。
施

設
内
に
は
﹁
軽
運
動
ス
タ
ジ
オ
﹂

や
﹁
音
楽
ス
タ
ジ
オ
﹂、﹁
子
ど
も

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
﹂
な
ど
、
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
利
用
で
き
る

部
屋
を
配
置
し
ま
す
。

　

通
路
か
ら
ガ
ラ
ス
仕
切
り
越
し

中
心
市
街
地
拠
点
施
設

自
由
通
路

■
通
路
の
概
要

▽
長
さ
＝
約
40
ⅿ

▽
幅
＝
約
４
ⅿ

■
利
用
の
イ
メ
ー
ジ

　

市
民
の
生
活
動
線
と
し
て
24
時

間
開
放
し
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ま
た
は
階
段
で
建
物
２
階
と
同
じ

高
さ
ま
で
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
通
路
か
ら
は
周
辺
の
景
色
や

施
設
内
の
活
動
の
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
は
避
難
通
路
と
し

て
も
利
用
で
き
ま
す
。

メイン動線メイン動線

駅前広場駅前広場

JR 宮古駅JR 宮古駅

国道 106 号へ国道 106 号へ

出逢い橋出逢い橋

自由通路自由通路市民交流センター

( 仮称）

市民交流センター

( 仮称）

市本庁舎市本庁舎

保健センター保健センター

に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
様
子
が
見

え
る
こ
と
で
自
然
な
交
流
が
生
ま

れ
、
施
設
内
の
に
ぎ
わ
い
が
ま
ち

に
あ
ふ
れ
出
す
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。　

　

災
害
発
生
時
に
は
市
の
災
害
対

策
本
部
が
本
庁
舎
内
に
設
置
さ

れ
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
︵
仮
称
︶

は
避
難
者
の
一
次
避
難
場
所
と
な

り
ま
す
。

※
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
︵
仮
称
︶

の
見
取
り
図
が
、
本
号
の
広
報
に

折
り
込
ん
だ
応
募
用
紙
の
裏
面
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い

中心市街地拠点施設と宮古駅前広場を結ぶ自由通路は市民交流
センター（仮称）のメインの通路と一直線につながっています。

自
由
通
路
は
自
転
車
を
押
し
な
が
ら
歩

い
て
も
人
と
す
れ
違
え
る
ほ
ど
の
幅
が

あ
り
ま
す
。

中心市街地拠点施設の機能のイメージ図

市民交流センター
（仮称）

保健センター

地域防災
拠点施設

市役所本庁舎

広
報2017.7.15⓫


